
基幹的広域防災拠点（東扇島地区）で 

     ヘリコプター輸送訓練を実施します。 
 

記  者  発  表  資  料 

川崎港東扇島地区の基幹的広域防災拠点（以下「防災拠点」）は、首都直下地震等大

規模かつ広域的な災害が発生した際に、緊急物資等の物流のコントロールや自衛隊等

広域支援部隊がベースキャンプを行う施設で、平成２０年度より供用しています。 

関東地方整備局は、災害発生時に迅速かつ効率的な緊急輸送ができるよう、防災拠

点において関係機関と連携し、繰り返し訓練を実施しています。 

今回の訓練は、初動時に最も有効な輸送手段となるヘリコプターを活用した非常参

集及び緊急物資輸送を行うもので、防災拠点において緊急輸送活動を行う関係機関の

連携を強化することを目的として実施します。 

訓練会場には、一般の方が見学できる観覧席を設けておりますので、是非参観して

ください。 

また、防災に関する知識を深めていただくため、各機関の防災ヘリコプター、防災

拠点に備蓄してある応急復旧資機材及び防災パネルを展示いたしますので、あわせて

ご覧ください。 

詳細は別紙のとおり。 

 

日 時：平成２１年８月１８日（火）９：３０～１１：３０ 

    【予備日１９日（水）同時刻】 

場 所：川崎港東扇島地区基幹的広域防災拠点（東扇島東公園） 

 

【訓練参加機関】 

主催：関東地方整備局 

参加機関：内閣府、関東運輸局、横浜市安全管理局、川崎市消防局、神奈川県警察

本部、川崎港運協会、防災エキスパート 

約７０名が参加予定 

 

※ 取材を希望される場合は、８月１７日（月）１５時までに別紙にて事前登録をお願

いいたします。なお、中止の場合は登録された連絡先へ直接ご連絡いたします。 

 

平成２１年８月１１日 

国土交通省関東地方整備局港湾空港部 

同時発表記者クラブ 

竹芝記者クラブ ・ 神奈川建設記者会・ 横浜海事記者クラブ・

物流専門紙・国土交通記者会・国土交通省交通運輸記者会 

国土交通省建設専門紙記者会 
 

問い合わせ先 

住 所：神奈川県横浜市中区北仲通５丁目５７番地 横浜第二合同庁舎 

国土交通省 関東地方整備局 港湾空港部  

担 当：港湾空港総室         港政調整官  金刺 隆司 

広報担当係長 林田 善久 

ＴＥＬ：０４５－２１１―７４０６  （登録先） 

携 帯：０８０－１１０５－２０２４ （当日の連絡先） 

 



首都直下地震を想定した基幹的広域防災拠点（東扇島地区）ヘリコプター輸送訓練実施概要 

 

◆目的（内容） 

首都直下地震応急対策活動要領（平成１８年４月 中央防災会議）において、川崎港東扇島地区の

基幹的広域防災拠点（以下「防災拠点」という。）は緊急物資輸送等の物流に関するコントロール

を行う拠点として位置づけられています。今回の訓練は、初動時に最も有効な輸送手段となるヘ

リコプターを活用した非常参集及び緊急物資輸送を行うもので、災害発生時に迅速かつ効率的な

緊急輸送ができるよう関係機関の連携を強化することを目的として実施します。 

また、防災に関する知識を深めていただくため、駐機場において各機関の防災ヘリコプターの

展示、首都圏臨海防災センターにおいて応急復旧資機材及び防災パネルを展示します。 

 

◆実施日時  

平成２１年８月１８日（火）９:３０現地訓練開始～１１：３０ 

  【予備日：８月１９日（水）同時刻】 

 

◆訓練延期の対応について 

 訓練当日、視界が悪い等ヘリコプター運航に支障がある場合は訓練を中止することがあります。

その場合、訓練は翌日（１９日）に規模を縮小して実施することとし、１８日は首都圏臨海防災

センターでの応急復旧資機材及び防災パネルの展示のみ実施いたします。 

 

◆実施場所 川崎港東扇島地区基幹的広域防災拠点（東扇島東公園） 

 

◆訓練想定 

・平成２０年８月１５日午後６時、東京湾北部を震源とするＭ7.3の地震が発生。 

・政府は、基幹的広域防災拠点（有明の丘地区）に緊急災害現地対策本部（以下「現地対策本

部」という。）を設置 

・関東地方整備局は基幹的広域防災拠点（東扇島地区）（以下「防災拠点」）の応急復旧を完了

し、防災拠点として機能することを現地対策本部へ報告。 

・８月１８日午前９時、現地対策本部から防災拠点にヘリコプターによる緊急物資輸送の指示

があり、緊急物資輸送支援のため関東地方整備局及び関東運輸局の防災拠点応援要員があお

ぞら号により参集。横浜市、川崎市及び神奈川県警察本部の各航空隊が緊急物資輸送のため

防災拠点に参集。また、現地対策本部が要請した民間ヘリコプターにより現地対策本部員が

参集。 

・８月１８日午前１１時１５分、横浜市、川崎市及び神奈川県警察本部の各航空隊が医薬品等

の緊急輸送を開始。また、民間ヘリコプターによる食料品等の緊急物資輸送を開始。 

 

◆プログラム 

9:30ヘリポート設営 

10:00ヘリコプター着陸開始 

10:30物資輸送会議（現地対策本部の指示をパイロット及び防災拠点内作業員へ周知） 

11:00緊急物資積み込み開始 

11:15ヘリコプター離陸開始 

別 紙 



※ 物資輸送会議の時間にヘリコプターの展示を行います 

※ 9:30～12:00首都圏臨海防災センターで応急復旧資機材及び防災パネルを展示します。 

 

◆訓練参加機関 

 ・主催：関東地方整備局 

・参加機関：内閣府、関東運輸局、横浜市安全管理局、川崎市消防局、神奈川県警察本部、川

崎港運協会、防災エキスパート 



◆訓練参加ヘリコプター 

その他民間ヘリコプターが１機参加 

関東地方整備局 

ＪＡ９６８３ 

ベル２１４ＳＴ「あおぞら」 

 

横浜市安全管理局航空隊 

ＪＡ９８ＹＨ 

アエロスパシアル式ＡＳ３６５Ｎ２型 

「はまちどり２」 

 

 

川崎市消防航空隊 

ＪＡ０１ＫＦ 

川崎式ＢＫ１１７Ｃ－２型 

「そよかぜ１」 

 

神奈川県警察航空隊 

ＪＡ０３ＫＰ 

ユーロコプター式ヘリＡＳ３６５Ｎ３型 

「たんざわ」 

 

 



◆訓練イメージ 

 

◆タイムスケジュール 

 

•パイロットは羽田管制圏外で防災拠点航空統制（川崎市消防航空

隊）とコンタクト、駐機スポットの指定を受ける 

•羽田空港管制官とコンタクト後管制圏内へ進入 

•10:00着陸開始。ヘリポートへ着陸後、指定スポットへタクシングに

より駐機 

•11:00緊急物資積込開始。 

•離陸は11:15より各機一斉にエンジンスタートし3分おきに離陸 

首都圏臨海防災センター 

応急復旧資機材及び防災パネルの展示

9:30～12:00 

駐機場 

防災ヘリコプターの展示10:30～11:00 

ヘリコプター着陸10:00～10:30 

緊急物資積み込み11:00～11:15 

ヘリコプター離陸11:15～11:30 

現地本部テント 
ヘリポート設営9:30～10:00 



訓練会場案内図 

 

９：１５より本部テントにて受付いたします。 

本部テント（受付） 

● 



駐車場案内図 

 

関係者及びマスコミ専用

駐車場入り口 

一般見学者駐車場入り口 



 

 ＦＡＸ送信表     

    

関東地方整備局港湾空港部 

港湾空港総室 宛 

ＦＡＸ番号 ０４５－２１１－０２０３ 

 

 ８月１８日（火）ヘリコプター輸送訓練取材申込書  

      

 ■会社名    

 ■担当者名    

 ■連絡先 ：  部署等    

           TEL   

 ■取材体制：  人数    

 レポーター 有無 有 無    

 インタビュー有無 有 無    

 インタビュー項目    

      

      

      

      

      

 ※電話、Ｅ-ｍａｉｌでも登録いただけます 

■連絡先 

〒231-0003 

横浜市中区北仲通５丁目５７番地  横浜第二合同庁舎１４Ｆ 

 Tel.(045)-211-7406 
  Fax.(045)-211-0203 

E-mail:info-i83ab@pa.ktr.mlit.go.jp 

 


